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　水質が良く、透明度が高い地ノ島の海水浴場。

７月～８月は海水浴客で賑わいます。シーズン以

外の季節にも地ノ島を活用してほしいという思い

から、平成28年度から地ノ島を活性化させるため

の取り組みが始まっています！

★通年活用し、多くの人が訪れ、賑わう場
にする。
★市民にとって自慢の「地ノ島」となり、
地ノ島を訪れる人の心に残る場所となる。

これまでの取り組み
・地ノ島トイレの改修
・地ノ島のチラシを作成
・「米山奨学生との有田地区活性化事業」
・地ノ島協議会の設立
・「キラリ地ノ島2017」開催
　よさこい、ダンス、特産品販売等で
　約900名が参加

・「地ノ島ハワイフェスティバル」開催
　フラ、ハワイアンバンドの生演奏、
　ハワイアンフードの販売等で約200
　名が参加

・砂浜奥の平地を整備
・「MUJINTO cinema CAMP KANSAI」開催
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地ノ島地ノ島 は 宝島は 宝島

　地ノ島を観光資源として活用しようと取り組むプロ
ジェクトの一環で、５月４日～５日、地ノ島において
「MUJINTO cinema CAMP KANSAI」が開催されま
した。野外で映画鑑賞をしながらキャンプをするこの
イベントに約300人が集結し、無人島の大自然を満喫
しました。
　地ノ島は今、訪れる人がわくわくするような場所へ
と変わりつつあります。

①大阪から参加した４
　人組、非日常的な空
　間を満喫
②整備された平地に人
　工芝が敷かれて、即
　席イベントスペースに
③夜はイルミネーション
　が輝く中、映画鑑賞
④整地された海岸
⑤上空から
⑥ライブを楽しむ参加者

※西海岸エリア五つ星プロジェクト：五つの拠点を地域資源として磨きあげるプロジェクト。
　　　　　　　　　　　　　　　　　他の拠点に「有田みかん海道」「箕島漁港」「港町」「矢櫃地区」がある。

「MUJINTO cinema CAMP KANSAI」イベント写真

西海岸エリア五つ星プロジェクト ～地ノ島～
キャンプ！ ライブ！ 映画みる！

1 2 3

4 5 6



ARIDA　2018. ６ ④

診
健
定
特
■

者
象
対

　

40

74

者
入
加
保
国
の
歳

容
内

・
定
測
圧
血
・
定
測
体
身
・
察
診
・
診
問

　

査
検
液
血
・
図
電
心
・
査
検
尿

診
検
ん
が
■

者
象
対

く
認
確
ご
を
券
診
受
料
無
診
検
ん
が

　

。
い
さ
だ

※
４
に
方
の
象
対
、
は
券
診
受
料
無
診
検
ん
が

。
す
ま
い
て
し
送
発
に
末
月

別
種
診
検

乳
・
部
胸
・
ん
が
腸
大
・
ん
が
胃

　

ス
ル
イ
ウ
炎
肝
・
ん
が

）
３
４
３
線
内
（
課
康
健

　
　

℡
82

間
期
付
受

）
月
（日
２
月
７

　

10
月
31

）
水
（日

間
期
診
受

31

月
２
年

の
も
な
要
必

証
者
険
保
被
療
医
者
齢
高
期
後

　
鑑
印
・

　
問

！
に
め
た
の
り
く
づ
康
健
の
た
な
あ

険
保
療
医
者
齢
高
期
後

　
　
　
　
　
　
　

 

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【平成30年 5月 1日現在】

人口28,548人（前月比-36人）
男　13,590人　女　14,958人
世帯数　11,830戸
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７月18日（水）

７月24日（火）

７月31日（火）

７月 5 日（木）

７月11日（水）

７月19日（木）

糸我公民館

福祉館なごみ

受付時間　８時～９時

※すべて無料です。
※事前に予約が必要です。
　電話にてお申込みくだ
　さい。

受けて安心 !
受けてナットク !!

自己負担額
6,000

6,000

10,000

8,600

受診機関
有田市立病院

桜ヶ丘病院

有田市立病院

国保日高総合病院

検診名

人間ドック

脳 ド ッ ク
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34,560

57,600

57,600

69,120

76,800

92,160

99,840

115,200

130,560

生活保護を受給している方

老齢福祉年金を受給している方
課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の方

課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円超えて120万円以下
の方

課税年金収入額と合計所得金額の
合計が120万円超える方

基準額
×0.75

基準額
×0.75

基準額
×0.45

基準額
×0.90

基準額

基準額
×1.20

基準額
×1.30

基準額
×1.50

基準額
×1.70

課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円以下の方

課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円を超える方

合計所得金額が120万円未満
の方

合計所得金額が120万円以上
200万円未満の方

合計所得金額が200万円以上
300万円未満の方

合計所得金額が300万円以上
の方
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６月は「不法就労・不法滞在防止のための活動強化月間」です。　

た

つ

き

と
も
つ

こ

さ

　　有田警察署　℡83-0110問
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６月１日～７日は水道週間です。
スローガン「水道水 安全 おいしい 金メダル」

６月23日～29日は「男女共同参画週間」です。
「走り出せ、性別のハードルを超えて、今」（平成30年度内閣府キャッチフレーズ）



⑨ ARIDA　2018. ６ 平成29年度　有田市人権啓発標語入選作品　小学生の部　あったかい　きみの一言　広げよう

広告

Hospital Topics ～有田市立病院～

第3回：まちに電気がやってきた！

　みなさん、「電気」のない時代を想像できますか？
箕島にはじめて電灯が灯ったのは、明治43年（1910）
3月15日でした。初点灯のときは、「ガラスの火は、
どこから伝わってきているんや」など、大騒ぎだっ
たようです。
　電灯をまちへもたらしたのは、山田原の上山市郎
兵衛・御前七郎右衛門の両氏でした。私財を投じて、
水車を回して発電する発電機を明恵峡谷・修理川
（有田川町）に建設しました。当時は、電灯用の電
気しかなく、一戸につき一灯の電灯が設けられまし
た。箕島の街中には、いまも木製
の電柱が点在しています。さらに、
電灯への送電は手動であって、暗
くなると送電のスイッチを入れ
て、深夜になるとスイッチを切っ
ていました。
　はじめての電灯は、箕島のまち
もひとも明るくし、これらは、郷
土愛に満ち、先見の明をもった人
たちが築き上げたのでした。

え こく りしゅ がわ
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■教育相談
日時　平日９時～
　　　　
　教育委員会（内線512）
■青少年相談
日時　平日８時30分～
　　　　青少年センター
　　　　℡0120-783-782
　　　　℡82-3591
■家庭児童相談
日時　月～木　※平日のみ
　　　９時～16時
　　　　
　家庭児童青少年相談室
　℡82-3711
■消費生活相談
日時　毎週月曜日  ※平日のみ
　　　13時～16時
場所　市役所２階
　　　人権相談室
※電話相談も可
　　産業振興課 ℡83-0225

■市民法律相談　※予約制
日時　6/19（火）・7/17（火）
　　　13時～16時20分
場所　市役所３階会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
　　市民課（内線244）

■合同相談
日時　6/14（木）・7/12（木）
　　　13時30分～16時
場所　文化福祉センター
行政相談委員　石井志通男
　　　　　　　吉川かよ子
人権擁護委員　
（6月）堤敏明・濵部忠男
（7月）高垣明子・橋本訓祐
　　市民課（内線244・368）
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健診場所

男浦コミュニティセンター

下中島公民館

逢井集会所

矢櫃公民館

実施日

6月 6 日（水）

6月13日（水）

6月20日（水）

6月27日（水）

箕島まちなかの
　　木製の電柱
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市民総合スポーツ大会

　５月13日（日）に、有田市民体育館において第42回
有田市民総合スポーツ大会の開会式を開催しました。
　当日出場選手を代表して、サッカー競技に出場する保
田ジュニアサッカークラブの藤井俊介選手が力強く選手
宣誓をしました。大会は11月にかけて全20種目の競技
が市内各所において順次開催されます。

漁師さんが せんせい

　５月４日（金）に、有田箕島漁港において「お魚勉強
会」が開催されました。当日は、市内の幼稚園、保育所、
さくらんぼの年長クラスの子どもたちが参加し、主催者
である有田箕島漁協青年部の漁師さんから、底引き網を
使った魚の捕り方を教えてもらったり、普段見たことの
ない大きな魚をタモで捕まえたりして大興奮でした。

食のプロが太鼓判

　５月14日（月）に、有田川温泉鮎茶屋において、平成
30年度有田市原産地呼称管理委員会みかんジュース官
能審査会を開催しました。有田みかんを使用した100％
のみかんジュースをバーテンダーやソムリエなど食のプ
ロの方々が厳正な審査をし、通過したものだけを認定す
る会ですが、今回は3品が見事認定される結果となりま
した。

こども
スマイ

ル 月生ま
れ6

8月生まれの
　お子さん（就学前）募集中♪

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法/ 郵便・メール・持込
締切/６月末日
　　　　秘書広報課（内線 205）申・問

狗巻 ちあちゃん
いぬ まき

（３歳）
網中 壮良太ちゃん

なか たあみ らそ

（５歳）
瀧川 海星ちゃん

がわたき か い り

（６歳）

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

ちあちゃん３歳おめでとう！
大好きなお姉ちゃんと歌って踊
るのが大好きっ♡
これからも仲良く育ってね♡

そらたの笑顔はみんなを幸
せにします♪これからもす
くすく育って下さい♪
大大大好きだよ^_^

６歳のお誕生日おめでとう♡
海星の笑顔が大好き♡
これからも優しく、思いやりの
ある子に育ってね♡

すけしゅんいふじ
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★アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　６月７日（木）10：30～
　場所　わくわくのもり

★水曜映画会（おとな向け）
　６月13日（水）14：00～
　「酔拳」
　場所　市民会館１階 第１会議室
　定員　70名程度

★ダグラスのおはなし会（5歳くらい～）
　６月16日（土）14：00～
　場所　わくわくのもり

★有田市朗読ボランティア
　「ささやき」さんによるおはなし会
　（子ども向け）
　６月23日（土）14：00～
　内容　絵本、紙芝居の読み聞かせ
　場所　わくわくのもり

★読聴読聴音読会（おとな向け）
　６月27日（水）14：00～
　場所　図書館　グループ学習室
　内容　本や文章を声に出して、
　　　　脳を元気にしませんか。
　定員　10名
※事前申込受付中です。
※音読会前の13：30から、有田市朗読
　ボランティア「ささやき」さんによ
　る朗読会（大人向け）もあります！
　詳しくは図書館まで。

ど　き　ど　き

羽生 結弦／著

中央公論新社

「夢を生きる」

有田市図書館　℡82―3220

ソチオリンピックで世界の頂
点に立った後も、理想の演技
を究め続けた2015-18年。そ
の成長の軌跡を羽生結弦本人
が語り尽くす唯一無二のイン
タビュー集。進歩のための様々
な挑戦や、スケートに対する
情熱、応援してくださるすべ
ての方への感謝の気持ちなど
を熱く語った一冊。

あじさいが色づく季節がやってきました。もう
すぐ梅雨入り、雨の降る日が多くなります。
じっくり本を読めるこの機会に、ぜひお気に入
りの１冊に会いに図書館へお越しください。

キャロン・ブラウン／作　

レイチェル・サンダース／絵

小松原宏子／訳　くもん出版

「みえた！からだのなか」

赤ちゃんはどこで大きくなる
の? おしっこはどこでできる
のかな? 
からだのなかをのぞいてみよ
う！ページのうしろからライ
トで照らしたり、ページを光
にかざしたりすると絵がうか
ぶワクワク知識絵本。

はにゅう ゆ づる

こ まつばらひろ こ

あかちゃんタイム　日時：６月７日・14日・21日・28日（木）　9：30～12：00
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この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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月
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年
６
月
１
日
発
行

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　現在、和歌山県市長会会長を務めて
いる関連で、和歌山県後期高齢者医療
広域連合長に選ばれ、先月から２年間
務めさせていただくことになりました。
その他にも地方行政関係団体の各種役
職を拝命するなど最近は多用につき、

体がいくつか欲しいと思ったりしています。
　体を分身することは叶いませんが、物事を見るための
「目」は３つ必要と言われます。一つ目は「虫の目」で、
現場において直接見る目のことです。二つ目は「鳥の目」
で広い視野を持ち、俯瞰的な物の見方をする目のことで
す。そして三つ目は「魚の目」で、潮流を見極めるよう
に時代の流れを読み取る目のことです。
　本県に限ったことではありませんが、総人口が減少し、
驚くべきスピードで高齢化が進み、医療費は年々増加す

る傾向にあります。その状況下で、後期高齢者医療制度
には国民皆保険をいかにして持続可能なものとしていく
のかという課題があります。
　その一方で、人口減少・超高齢化という課題に対峙す
るため、地方創生への取組みとして、地域がそれぞれの
特性を生かした自律的で、持続的な社会を創生すること
をめざしていかなければなりません。
　この機に与えられた職責を一つひとつ果たすととも
に、本市の行政運営におきましても、三つの目でそれぞ
れの局面を見極めながら取組みたいと考えています。そ
して、もう一つ必要なものは「行動」です。将来にわたっ
て活力あるまちにするため、三つの目と併せて積極的に
行動していきたいと思います。
 有田市長　望月 良男

有田川クリーン作戦
   ～みんなで取り組む環境美化～

一人ひとりが環境美化に取り組むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいまちにしましょう。
今年も多くの方々のご参加・ご協力をお願いします。
集合場所については、お住まいの自治会等に
お問合せください。

一人ひとりが環境美化に取り組むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいまちにしましょう。
今年も多くの方々のご参加・ご協力をお願いします。
集合場所については、お住まいの自治会等に
お問合せください。

※小雨決行
　（悪天候により中止する場合は放送でお知らせします。）　
※小雨決行
　（悪天候により中止する場合は放送でお知らせします。）　

７
1（日）

7：00～

生活環境課（内線237）生活環境課（内線237）問

ふ かん


	2018_6月P1
	2018_6月P2-3
	2018_6月P4-5
	2018_6月P6-7
	2018_6月P8-9
	2018_6月P10-11
	2018_6月P12

